
新アートフェスティバル ２００９ 

クリスマス・音楽の夕べ 

日 時 12 月 19 日（土） 

会 場  ギャラリー新九郎    

入場料 500 円 (茶菓付き)  

出演者 カルテットＳ 

澤田文代（バイオリン）白井理恵子（バイオリン） 

神馬純江（ヴィオラ）清水玲子（チェロ） 
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発行 小田原市栄町 2－13－3（株）伊勢治書店３F ギャラリー新九郎  木下泰徳 

師走を迎えました。今年もいろいろなことがありました。百年に１度の不況、連日メディアを騒がせる暗いニュース、そんな中

での政権交代は、来年へのかすかな希望を感じさせてくれます。我が家では夫の定年、息子の結婚など大きな節目の年でもありま

した。新九郎通信も何とか発行が続けられ、皆様からのお声かけは励みになりました。新九郎アフター６も多くの方との出会いを

いただき映画会、ワークショップ、美術史講座など広がりがでてきました。新九郎ゆかりの作家さんをご紹介するアトリエ訪問で

は、画家さんの人となりをお伝えしアートファンを広げていきたいと思いました。会員の皆様の情報ももっともっと取り入れた親

しまれる新九郎通信を目指していきます。会員の皆様もどうぞお気軽に、投稿や紙面づくりにご参加ください。 

      新新新九九九郎郎郎   111２２２月月月ののの展展展覧覧覧会会会のののごごご案案案内内内    

会  期 展 覧 会 名 見    ど    こ    ろ 

12/2(水)-12/7(月) 

 
開成游刻会展 

南足柄市、開成町、伊勢原市、秦野市、大井町から集ったメンバー

による 刻字・篆刻の同好会の展示会 （指導：堀田玄鷺先生） 

12/9(水)-12/14(月) 
アトリエコネコ作品展 

 

油彩・水彩画による絵画教室の作品展 

指導：藤本因子先生 

12/11（金） ｲﾍﾞﾝﾄ 新九郎デッサン会 コスチューム、固定ポーズ 会費 1000円 

12/12（土） ｲﾍﾞﾝﾄ 地球交響曲ｶﾞｲｱｼﾝﾌｫﾆｰ第三番上映会 出演 星野道夫、ﾌﾘｰﾏﾝ･ﾀﾞｲｿﾝ他 会費 500円 

12/16(水)-12/21(月) 新九郎アートフェスティバル２００９ 

11 名の作家による、新九郎恒例の一年を締め

くくる企画展。油彩、水彩、木版画、エッチ

ング、鍛金、陶芸。ｸﾘｽﾏｽﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄにおすすめ 

12/19（土）  ｲﾍﾞﾝﾄ クリスマス・音楽の夕べ 出演者 カルテットＳ 入場料 500円 

12/26(土)   ｲﾍﾞﾝﾄ 新九郎アートワークショップ 石トラ お正月飾りを作ろう！ 会費 1000円 

 近隣・友の会会員の展覧会情報    

下千映子展         

横山洋子展   

早川ユミ服とモンペ  

横田七郎版画大作展  

驢馬（ろば）展  

魅惑のトイカメラ写真展 

広川英夫個展 

 

11.21～12.6 

12.9～27 

12.12～20 

12.17～26 12/23 休 

12.2～31 火休 

12.1～1.31 日 12/30-1/3 休 

11.15 日～12.2６  

すどう美術館 

すどう美術館 

うつわ菜の花  

国府津よりあい処 

はげ八鮨   

ﾌｼﾞｶﾗｰ夢工房MJC 

ﾛｸﾞﾍﾟﾝｼｮﾝ富夢野    

よよようううこここそそそ平平平塚塚塚美美美術術術館館館         平塚美術館学芸員  勝山 滋    

平塚市美術館では、12 月 8 日から「祈りのかたち」と

題した所蔵品展を開催します。 

工藤甲人「須弥山（しゅみせん）」は、太陽と月の中心

にそびえ、巨大な「金翅鳥」が住んでいるとされる、

仏典に登場する聖山を描いています。おぼろげにセピ

ア調で描かれた画面はボッシュやブレイクに学んだ幻

想性が表われ、これまでの伝統的な日本画とは一線を

画しています。1935 年に青森に生まれ、平塚に住む 

工藤は、こうした戦後の日本画の思想をリードする重 

鎮の一人といえます。 

工藤甲人 須弥山（しゅみせん） 

 
 
 
 
 
 

   

   

   

 
 
 
 



アトリエ訪問 第２回      橋本樸々
ぼくぼく

  小田原 根府川在住 

 
樸々さんの作品を初めて見たの

は 新九郎「禅の書画展」だった。
正面にかけられた迫力のある１０
０号の抽象画だ。色彩の美しさ、
モダンさ、他を圧倒する存在感に
大変インパクトを受けた。これを
描かれた方が 80 歳を超えている
と聞き、そのエネルギーと瑞瑞し
い感性に画家の凄さを知った。 

2010 年新九郎スタートの企画
展は、その橋本樸々さんの個展で
スタートする。先日準備にアトリ
エを訪ねるという木下について、
アトリエ訪問をした。 

 
アトリエ兼ご自宅は 相模湾を

見下ろす根府川の小高い丘の上に
建っていた。下から上る私道は美
しく手入れされ、四季折々にさま
ざまな草花が楽しめるよう手が入
れられていた。これから咲くだろ
う水仙の群生、陽だまりに咲く黄
色のコスモス、これらは後で拝見
したスケッチブックに作品として
収まっていた。 

お電話をもたないため用事があ
るときはアポ無し訪問になる。お
声かけするも反応がない。しばら
くお待ちしようと私たちは丘の上
から普段樸々さんが目にしている
景色を眺めていた。目の前に広が
る海、裏山の緑、家の周りは雑草
もなくきちんと整理整頓され日々
の営みがきちんとされていること
が手に取るように伝わる。一人暮
らしと伺ったが 90 に手が届くと
いう樸々さんが、ますますすごい
方だと思えてきた。後ろでガタッ
と音がしてドアが開きにこやかな
好々爺が姿を現した。いらっしゃ

ったのだ。はじめてお目にかかっ
た橋本さんは 大変小柄で柔和な
まるで仏さまのようなお顔をされ
ていた。玄関、壁、床には所狭し
とキャンバスが置かれ、長い充実
した画業が一瞬で見てとれた。決
して広いとは言えない座敷に案内
され座布団と大ぶりの茶卓に古伊
万里の湯のみに火鉢でわかしてあ
るほうじ茶をたっぷりと入れ、松
坂屋の「のし梅」のお茶受けでも
てなして下さった。新九郎通信の
取材のことをお話しすると快くお
返事下さり、2，3 枚の写真も撮ら
せていただいた。 

 
壁に小品ながらピリッとした作

品が掛っていた。伺うと３６歳か
ら師事していた里見勝蔵の作品で
あった。絵では食べていけないか
ら死ぬしかないと、ここには死を
覚悟で移り住み 40 年になるのだ
とにこやかに話された。そして、
絵を描き続ける原動力となった体
験をお話し下さった。それは「た
った一人で美しい黄金に輝くばか
りの草原に立ち、孤独にも関わら
ず大変幸福で、ふと気づくと作品
が仕上がっていた」という夢のよ
うな話だった。もう一度あの体験
をしたいために描いているのだが
二度と現れてはくれないのだとも。
樸々さんは神の手によって絵が描
かれることを知る作家でもあった
のだとこの話は大変納得がいった。 

 
いよいよ作品選定が始まった。

部屋の壁には膨大なスケッチブッ
クが年代別タイトル別に整理され
ていた。中身はコラージュだった。 
モチーフは身の回りの自然、庭の
草花に海、風景、生きものが鮮や

かな切り紙で表現されていた。こ
の和紙は高知の手すき紙で「江島」
より取り寄せてもらっているのだ
と教えてくれた。1 作づつ丁寧に
接着されていて 1 冊がとても重い。
「うわー」「きれい」「かわいい」「こ
れ何ですか。」驚きの連続で興奮す
る私のせいで、この作業は実に時
間のかかる作業となった。30 冊以
上を丁寧に見て選んだ数枚を切り
離すときは手が震えた。油の小品
は床の間のスペースにビニールで
保護され重ねられていた。梱包を
解き見てまたしまうという集中と
根気のいる作業となったが、最後
の決定は樸々さんがされた。決め
手は私には感じない作品の良否を
「これは弱い」と言って外してい
った。樸々さんの自信は絵の強さ
にあったのだ。作品をたっぷりと
見せていただく贅沢な体験に時間
の経つのも忘れたが、終わったと
きには快い疲労があった。 

 
画家はいろいろのタイプの方が

いる。多くを語らずただ黙々と制
作することで生きている樸々さん
の印象は、この数時間でがらりと
変わった。物腰の柔らかい品格あ
る話し方、艶やかな皮膚、小柄な
がらがっしりとした肉体をもち若
ささえ感じられた。この命がけの
作品は新春の企画展に展示される。
ぜひ多くの方に観ていただきたい。 
そして、樸々さんにはますますの
ご制作をと心から思いアトリエを
後にした。 

木下和子 
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○木 
  

新九郎アートワークショップ２００９ 

 お正月飾りを作ろう！ 石石石トトトラララ   

日時 １２月２６日１３時から１６時 

場所 ギャラリー新九郎 

講師 広川英夫（新九郎友の会会員） 

定員 ２０名（大人のみ・子供同伴可） 

会費 １０００円 

申込先 木下０９０－９３２４－４０８４ 
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